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経
営
形
態
の
変
更
が
な
ぜ
必
要
か

［
と
く
お
］
米
沢
市
医
療
連
携
の
あ
り

方
に
関
す
る
意
見
書
で
は
、
「
市
立
病

院
は
、
経
営
の
健
全
化
、
経
営
基
盤
の

強
化
を
図
る
た
め
地
方
独
立
行
政
法
人

米
沢
市
民
病
院
（
仮
称
）
へ
の
移
行
を

進
め
て
い
く
」
と
し
て
い
ま
す
。
地
方

独
立
行
政
法
人
化
（
独
法
化
）
で
は
、

中
期
目
標
の
設
定
や
中
期
計
画
の
作
成

な
ど
、
事
務
量
、
コ
ス
ト
の
増
加
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
現
行
経
営
形
態
で
の
再
編
後

の
経
営
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
も
、
経

営
を
維
持
・
継
続
で
き
る
と
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
な
の
に
、
な
ぜ
経
営
形
態
の

変
更
が
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
。

［
教
育
長
］
前
回
の
計
画
策
定
時
に
は
、

児
童
生
徒
数
が
な
だ
ら
か
に
減
少
す
る

と
予
想
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
最

近
の
傾
向
で
は
、
出
生
数
が
急
激
に
減

少
し
、
将
来
の
児
童
生
徒
数
も
大
き
く

減
少
す
る
見
込
み
で
す
。
平
成
25
年
時

点
の
計
画
通
り
に
５
０
０
人
規
模
の
中

学
校
と
す
る
た
め
に
は
、
３
校
体
制
に

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

（
仮
称
）
南
西
中
学
校
に
つ
い
て
は
二

中
、
三
中
、
南
原
中
学
校
の
統
合
と
な

る
予
定
で
す
。
そ
の
た
め
、
適
正
配
置

を
考
え
た
場
合
、
そ
の
３
校
の
中
心
地

区
に
あ
る
第
二
中
学
校
の
敷
地
へ
配
置

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

医
療
連
携
の
あ
り
方
な
ど
３
点
を
質
問

12
月
定
例
会
（
議
会
）
に
お
い
て
、
「
米
沢
市
医
療
連
携
の
あ
り
方
」
「
米

沢
市
立
学
校
適
正
規
模
・
適
正
配
置
」
「
サ
ル
被
害
対
策
の
強
化
」
の
3
点
に

つ
い
て
一
般
質
問
し
、
多
く
の
提
案
・
提
言
を
行
い
ま
し
た
。

12
月
定
例
会
で
は
議
案
は
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
が
、
「
住

宅
支
援
の
延
長
を
求
め
る
会
」
提
出
の
「
福
島
原
発
事
故
避
難
者
へ
の
『
住
宅

無
償
提
供
の
再
開
』
を
求
め
る
意
見
書
提
出
方
請
願
」
（
と
く
お
議
員
賛
成
討

論
／
裏
面
参
照
）
は
、
賛
成
少
数
で
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

［
市
立
病
院
事
業
管
理
者
］
独
法
化
で

は
、
中
期
計
画
と
い
う
大
枠
内
で
の
予

算
執
行
が
可
能
と
な
る
こ
と
や
、
人
事

や
組
織
な
ど
の
面
で
迅
速
な
意
思
決
定

が
可
能
と
な
り
、
機
動
性
の
あ
る
効
率

的
な
事
業
運
営
が
期
待
で
き
ま
す
。
ま

た
、
弾
力
的
な
給
与
体
系
の
構
築
が
可

能
と
な
り
ま
す
。

確
か
に
事
務
量
は
増
え
ま
す
が
、
そ

れ
以
上
に
地
方
独
立
行
政
法
人
化
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
経
営
の
健
全
化
や
経

営
基
盤
の
強
化
な
ど
の
効
果
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

市
内
中
学
校
を
３
校
に
統
廃
合

12月議会

一
般
質
問

［
と
く
お
］
平
成
25

年
２
月
に
示
し
た
米

沢
市
立
学
校
適
正
規

模
・
適
正
配
置
等
基

本
計
画
で
は
、
市
内

の
中
学
校
を
東
西
南

北
の
４
地
区
に
分
け

て
、
適
正
規
模
・
適

正
配
置
を
進
め
る
予

定
で
し
た
。
し
か
し
、
今
回
示
さ
れ
た

基
本
計
画
（
案
）
で
は
、
中
学
校
を
東
、

南
西
、
北
地
区
の
３
校
に
統
廃
合
す
る

計
画
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
４
校
体
制
か

ら
３
校
体
制
に
変
更
す
る
の
は
ど
う
し

て
で
し
ょ
う
か
。



法
」
で
は
、
被
災
者
一
人
ひ
と
り
が
居
住
継
続
、

避
難
、
お
よ
び
帰
還
の
選
択
を
自
ら
の
意
思
で

行
う
こ
と
が
で
き
る
と
定
め
て
あ
り
ま
す
。
帰

還
す
る
か
否
か
は
、
被
害
者
が
自
由
に
選
択
す

る
べ
き
も
の
で
す
。

し
か
し
、
住
宅
支
援
が
打
ち
切
ら
れ
る
こ
と

で
、
経
済

的
に
苦
し

い
家
庭
に

と
っ
て
は
、
経
済
的
な
圧
力
で
帰
還
を
強
い
ら

れ
る
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

米
沢
市
に
は
、
未
だ

約
４
５
０
名
の
方
が
避

難
さ
れ
て
ま
す
。
引
き

続
き
の
支
援
が
必
要
で
す
。
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一般質問の模様は米沢市議会のホームページから映像で見ることができます

サ
ル
対
策

群
れ
の
一
斉
捕
獲
を
検
討

原発事故避難者支援

我妻とくお 討論から

どうだべなぁ

「
住
宅
無
償
提
供
の
再
開
」
を
求
め
る

毎日更新中！

議員活動を全て公開

http://

www3.omn.ne.jp/~waga1308/

［
と
く
お
］
三
重
県
伊
賀
市
に
は

２
０
１
４
年
時
点
で
、
11
群
８
０

０
頭
以
上
の
サ
ル
が
生
息
し
、
甚

大
な
農
業
被
害
が
発
生
し
て
い
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
集
落
全
体
で
の

徹
底
的
な
追
い
払
い
と
、
群
れ
単

位
の
全
頭
捕
獲
を
実
施
し
、
サ
ル

被
害
を
無
く
し
て
い
ま
す
。
伊
賀

市
の
取
り
組
み
を
研
究
し
、
対
策

を
進
め
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

福
島
原
発
事
故
に
よ
る
自
主
避
難
者
に
対
し

て
、
災
害
救
助
法
に
基
づ
き
住
宅
の
無
償
提
供

が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
３
月
末
で
打

ち
切
ら
れ
ま
し
た
。

山
形
県
が
昨
年
実
施
し
た
避
難
者
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
６
８
．
２
％
の
方
が
「
生

活
資
金
」

で
悩
み
、

「
自
分
や

家
族
の
健
康
」
、
「
住
ま
い
の
不
安
」
と
続
き

ま
す
。
住
宅
支
援
が
打
ち
切
ら
れ
て
か
ら
は
、

経
済
的
困
窮
度
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
自
治
体

か
ら
無
償
で
提
供
し
て
い
た
住
宅
は
、
避
難
生

活
を
続
け
る
た
め
の
重
要
な
支
え
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
「
原
発
事
故
子
ど
も
・
被
災
者
支
援

を
明
確
に
し
、
地
域
が
主
体
的
に

追
い
払
い
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
群
れ
の
全
頭
捕
獲
で
は
、

帰
れ
る
山
が
な
い
も
の
を
捕
獲
し
、

群
れ
単
位
で
科
学
的
に
管
理
し
て

い
ま
す
。
大
型
オ
リ
に
よ
る
群
れ

の
一
斉
捕
獲
も
検
討
し
ま
す
。

市
民
平
和
ク
ラ
ブ
行
政
視
察

［
産
業
部
長
］
本
市
に
は
、
16
群

７
６
５
頭
が
生
息
し
て
い
ま
す
。

伊
賀
市
で
は
行
政
の
役
割
分
担

市
民
平
和
ク
ラ

ブ
で
は
10
月
２
～

４
日
の
日
程
で
、

12
月
議
会
に
一
般

質
問
し
た
伊
賀
市

の
「
猿
害
対
策
事

業
」
を
は
じ
め
、
以
下
の
先
進
事
例

を
視
察
・
研
修
し
て
き
ま
し
た
。

◆
兵
庫
県
／
洲
本
市

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク
洲
本
」

◆
滋
賀
県
／
近
江
八
幡
市

「
市
民
バ
ス
運
行
事
業
」

◆
三
重
県
／
伊
賀
市

「
猿
害
対
策
事
業
」

政
府
の
旗
振
り
で
始
ま
っ
た
「
働
き

方
改
革
」
。
こ
れ
に
よ
り
各
企
業
で

も
労
働
時
間
短
縮
の
流
れ
が
強
く
な

っ
て
い
る
。
働
く
者
に
と
っ
て
も
よ

い
こ
と
だ
と
思
う
の
だ
が
、
残
念
な

が
ら
働
き
方
は
楽
に
な
る
ど
こ
ろ
か

「
時
短
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
い
わ
ゆ
る

ジ
タ
ハ
ラ
）
」
が
問
題
と
な
っ
て
い

る
▼
企
業
に
お
い
て
繰
り
返
さ
れ
て

き
た
業
務
効
率
化
や
、
人
員
削
減
の

施
策
に
よ
り
た
だ
で
さ
え
時
間
内
の

労
働
密
度
は
強
化
さ
れ
て
き
た
。
そ

し
て
そ
こ
か
ら
は
み
出
た
分
が
、
今

や
む
な
く
行
わ
れ
て
い
る
超
過
勤
務

な
の
で
あ
る
▼
何
の
施
策
も
な
い
ま

ま
に
「
時
短
だ
」
「
定
時
で
帰
れ
」

と
声
高
に
叫
ば
れ
て
も
、
仕
事
が
減

る
わ
け
で
も
な
く
人
が
増
え
る
わ
け

で
も
な
い
の
に
、
溢
れ
か
え
る
業
務

量
を
ど
う
こ
な
せ
ば
い
い
の
か
、
悲

鳴
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
だ
（
雅
）


